
      

 
 

 

 

 

 

 

 

 

第 74回全国幼児教育研究大会群馬大会 

令和 8年 8月 6日・７日 

盛会に終わりました 

 

 

この夏は、熊本地震や自然災害が続きましたが、8月 6日・7日に群馬県高崎市において第７４回

全国幼児教育研究大会群馬大会は 500名の参加があり、群馬音楽センターにおいて盛大に開催され

ました。心配しましたが熊本からは、ほとんどの申し込みの方々が参加でき、大変うれしく思います。 

群馬支部の企画で行われた「紹介ブース」では群馬県内の幼児教育に関わる施設の取組が紹介され、

群馬の熱く、温かい教育・保育への取組に関心をもった方が多かったと思います。開会式には大勢の

来賓も参加され、熱のこもったスタートとなりました。 

                 文部科学省初等中等教育局幼児教育課長 米原泰裕課長様

より「幼児教育の現状と課題」について、検討されている新し 

い情報をお話いただいた後、大豆生田啓友氏による「『遊びが

学び』再考－生涯のウェルビーイングを踏まえて－」のテーマ

でご講演をいただきました。ここでは語り尽くせないほど、内

容の濃いお話でした。詳しい内容につきましては、後日広報誌

「若竹 9２号」にてお伝えします。 

2 日目は G メッセ群馬において分科会を行いました。提案

を聞き、グループディスカッションをしたり、講師のお話を伺ったりして、テーマに沿った研修が充

実して行われました。どの分科会も、参加者は自分の保育や園経営を振り返りながら語り合える会と

なりました。まとめてくださった講師の先生方ありがとうございました。 

第５分科会は親子参加のできるワークショップが行われ、群馬県ならでは 

の木のぬくもりを体で感じることのできる楽しい分科会でした。子どもも保 

育者も木の飾りやカスタネットづくりに夢中になって取り組んでいました。                

様々なご準備をしてくださいました 

塩﨑政江運営委員長様をはじめ、群馬 

支部の皆様に心より感謝申し上げます。 

来年は静岡大会で 

またお会いしましょう！     

理事長  福井 直美 

 

 

 

   


